
 

 

 

 

 

令和６年度 市政アンケートモニター・市民意識調査 調査結果（まとめ） 

 

１ 市政アンケートモニター（くるモニ） 

（１） 調査項目 

① 市民の文化芸術の鑑賞・活動状況 

② 子どもの文化芸術体験を増やすために必要なこと 

③ 障害者の文化芸術体験を増やすために必要なこと 

④ 文化芸術のリアルな体験とインターネット鑑賞に対する考え 

（２） 調査対象者：市内在住の １８歳以上の５９９人（公募等で選任したモニター） 

（３） 調査期間 ：令和６年１０月８日〜２１日 

２ 市政意識調査 

 （１）調査項目 

① 市民の文化芸術の鑑賞・活動の状況 

② 文化芸術のまちづくりのための取組み 

（２）調査対象者：市内在住の１５歳以上の３，２４５人（住民基本台帳から無作為抽出） 

（３）調査期間 ：令和６年６月２６日〜７月３１日 

 

 

【市政アンケートモニター ①】市民の文化芸術の鑑賞・活動の状況 

〈設問〉最近１年間に、以下のような文化芸術の中で、あなたが鑑賞したものはありますか。た
だし、ＴＶ、ＣＤ、ＤＶＤ、インターネットなど自宅での鑑賞を除きます。（あてはま
るものを１つ選んでください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

 過去１年間に、文化芸術を直接鑑賞したことがあると回答した市民の割合は 66.1%、活動し
たことがあると回答した市民の割合は 17.1%で、令和３年度に比べて増加しているが、コロ
ナ禍前の水準（令和１年度）には至っていない。 

 過去 1年間に、文化芸術を「鑑賞しなかった」と回答した市民に理由を尋ねたところ、「時間
的な余裕がない」が 51.0%と最も割合が高く、次いで「テレビやインターネットによる鑑賞
で十分」は 29.9%と、令和３年度の 12.5%に比べて 2.4倍に増加。 
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【市政アンケートモニター①参考】市民の文化芸術の鑑賞・活動状況（※経年推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市政アンケートモニター②】子どもの文化芸術体験を増やすために必要なこと 

〈設問〉子どもの文化芸術の鑑賞や、活動体験を増やすために、どのような取組みが必要だと思
いますか。 (あてはまるものを 3つまで) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鑑賞、活動の割合はいずれも、令和３年度から徐々に回復傾向にあるが、目標値に達する
のは厳しい状況。 

 鑑賞については「テレビ・CD・DVD・インターネットなど自宅での鑑賞を除く」という直接
鑑賞のみを尋ねる設問となっており、インターネット配信による間接的鑑賞が普及した現
状に合っていないことも、鑑賞割合が伸びていない一因と考えられる。 
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 「学校における公演や展示などの鑑賞体験を増やす」が 48.4%と最も高く、「学校や美術
館、ホール等における子どもの鑑賞や体験の機会を増やす」、「家族と一緒に参加しやすい
イベントの機会を増やす」ことも 3割以上の市民が必要と回答。 
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学校と地域の文化施設や文化芸術団体との連携を

強化し、校内外 一体化した文化芸術教育を行う

地域における祭 など、地域に密着した

伝統的な文化芸術体験の機会を増やす

学校や地域において、歴史的な建物や遺跡

などについて学習する機会を増やす

学校における華道、茶道、書道、手芸

などの生活文化の体験機会を増やす

学校や劇場、地域などあらゆる場所 、子どもが家族と

一緒に参加しやすい文化芸術のイベントの機会を増やす

学校における音楽、ダンス、伝統芸能、

美術などの創作・実演体験を増やす

美術館やホール・劇場など地域の文化施設において

子ども向けの鑑賞や体験の機会を増やす

学校における公演や展示などの鑑賞体験を増やす
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インターネット は、様々な文化芸術のジャンルの画像や

動画があふれてお 、 見るだけ 楽しく満足感がある

実際に美術館や劇場に足を運ばなくても、インターネット はいつ も、

好きな作品の画像を見た 、音楽データを聴いた  きるのがよい

インターネットの情報には、根拠のない情報や誤った情報が

含まれることもあるの 、 実物を見た 聴いた して確認したい

様々な場面 デジタル化が進む現在、生の舞台や音楽、美術品に

触れるといった体験は、よ 大事になっていると思う

インターネットを利用して文化芸術に関する情報を得ながら、

コンサート 生の音に触れるような、実際の体験も大事にしたい

インターネットの動画や画像 は、実際の人や物、

音の大きさや手触 、質感などが伝わ にくいため、

 きるだけ生演奏を聴いた 、実物の作品を見た したい

実際に絵を間近 見た 、楽器の生の音を

聞いた する体験の方が、感動が大きい

 

【市政アンケートモニター③】障害者の文化芸術体験をふやすために必要なこと 

〈設問〉国では、「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」が平成 30年に制定・施行さ
れています。 障害のある人が文化芸術の鑑賞や創造、発表などを行うために、どのよう
な取組みが必要だと思いますか。(あてはまるものを３つまで) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市政アンケートモニター④】文化芸術のリアルな体験とインターネット鑑賞に対する考え 

〈設問〉文化芸術について、実際に会場に行って音楽や美術などに触れることと、インターネッ
ト配信を利用して鑑賞することについて、あなたの考えに近いものを教えてください。
(あてはまるものをいくつでも) 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「障害のある人もない人も、同じ機会に鑑賞や創造、発表できる支援」が 64.4%と最も
高く、あらゆる人が文化芸術を体験できる機会の創出が望まれている。 

 文化芸術の情報の入手しやすさ、施設のバリアフリー化も 5割近くの人が必要と回答。 
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特にない

その他

鑑賞や創作活動を支援する人材

(サポーター、コーディネーター)を育成する

作品の解説やワークショップの開催など

によ 、様々な人が交流 きる場をつくる

障害のある人に対し、文化施設の

入場料などを低額又は無料にする

障害のある人が創作した作品などを

鑑賞 きる機会を増やす

音声ガイドや多目的トイレ、スロープの

設置など施設のバリアフリー化を進める

障害の有無に関わらず、誰もが文化芸術に

関する情報を入手しやすい環境をつくる

障害のある人もない人も、同じ機会に鑑賞や

創造、発表 きるような支援を行う

 「生の鑑賞の方が、インターネットによる間接的鑑賞よりも感動が大きい」と 63.8%の
人が回答。 

 一方で、インターネットの利便性も享受されている状況がうかがえる。 
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【市民意識調査①】市民の文化芸術の鑑賞・活動状況（※経年比較） 

（１） 過去 1年間の文化芸術の鑑賞状況 

〈設問〉次の(ア)〜(コ)の中て、あなたがこの 1年間に鑑賞したものはありますか。 
(テレビ・CD・DVD・インターネットなど自宅での鑑賞を除きます。) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 市民の文化芸術の活動状況 

〈設問〉次の(ア)〜(コ)の中で、あなたがこの 1年間に制作や発表、練習など実際に 
活動したものはありますか。（オンラインの講座やワークショップに参加する、オンライ
ンのイべントを開催するといった活動も含みます。）) 

 
 
 
 

 

 この 1年間に鑑賞したものは、「映像文化」の割合が 27.1%で最も高く、次いで「音楽」
が 26.6%、「美術」が 22.0%。 

 平成 30 年度の調査と比較すると上位の分野は変わらないが、鑑賞の割合はほとんどの
分野で減少。 

 「この 1年間で鑑賞したものはない」が 44.7%と、平成 30年度から 9.9ポイント増加。 
 設問の条件「インターネット配信による間接的な鑑賞を含まない」が、「鑑賞したものは

ない」を増加させた一因とも考えられる（←コロナ禍後のネット鑑賞の急速な普及）。 

 この 1年間に活動したものは、「音楽」「美術」「生活文化」が上位だが、いずれの分野も
活動割合が低い。 

 「この 1年間で活動したものはない」が 84.7%と、平成 30年度より 8.4ポイント増え、
全体の８割を超えている。 

 コロナ禍で個人や団体の文化活動に変化や機会の減少が生じ、いまだコロナ禍前の活動
状況まで回復していない。 
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【市民意識調査②】文化・芸術のまちづく のための取 組み 

〈設問〉久留米市が今後、文化芸術によるまちづくりを進める上で、特にどのような 
ことに力を入れるべきだと思いますか。(あてはまる番号 3つまで 

 
 

 

 「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で公演や展覧会の充実」が 36.3%と最 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ホール・美術館などの文化施設での公演や展覧会の充実」が 36.3%と最も高く、平成
30 年度調査の 27.4%と比較して、8.9 ポイント増加。 

 「学校や公園など身近な場所で文化芸術に触れることができる機会の提供」35.0%、「子
供が文化芸術に親しむ機会の充実」29.4%、「地域の芸能や祭りなどの継承・保存」22.0%
への関心も高い。 
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